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3.11メモリアルネットワーク基金支援事業
［主催］ 一般社団法人 東北お遍路プロジェクト　■ お問い合せ：080-1836‐9642（新妻）

13:30~14:35

3/152026

日
13:00 開場
13:30 開演

>とき

Programプログラム

1. 講演

2. 表彰式

講　  師

照井  翠 氏
てる  い みどり

俳人

東北お遍路展
来場の皆さまにもれなく
｢東北お遍路巡礼地マップ」
（A1のビッグサイズ！）
と｢コンテスト2025作品集」、
DVD「津波てんでんこの歌」を
差し上げます!

俳句

写真

第9回東北お遍路俳句コンテスト
第10回東北お遍路写真コンテストの
入賞作品を展示いたします。

同時開催

仙台市太白区中央市民文化センター 大会議室
   市営地下鉄南北線長町駅下車徒歩１分
   JR東北線長町駅下車徒歩３分

〒982-0011
仙台市太白区長町５丁目３番２号
☎022-304-2741

> ところ

参加費

無料

震災と俳句

東北お遍路コンテスト表彰式

〔 〕

14:45~15:05

3. 歌おう、伝えよう

『津波てんでんこの歌』
15:05~15:25



［ お問い合せ ］

一般社団法人 東北お遍路プロジェクト  ☎022-717-5805
仙台市太白区長町三丁目9-10（エフエムたいはく内） E-mail：info@touhoku-ohenro.jp　公式サイト https://touhoku-ohenro.jp/

　「てんでんこ」は、「それぞれに」「めいめいに」を意味する岩手県三陸地方の方言です。「津波
てんでんこ」「命てんでんこ」は、「津波が来たら、各自で迅速に高台へ逃げろ」「自分の命は自
分で守れ」という教えです。津波のスピードと破壊力は尋常ではないので（南海トラフ地震の
津波到達予測時間は5分、あっさり車や家をさらっていきます）、それぞれが自分で自分の命
を守ったら、全員の命が助かります。共倒れせず未来へ命を繋ぐための教えです。またこの言
葉は「自分自身は助かり他人を助けられなかったとしても、それを非難しない」という不文律
でもあります。
　しかしこの大切な教え「津波てんでんこ」を聞いたことがない人が意外と多いのが現状で
す。そこで私たちは「津波てんでんこの歌」の曲を作り、動画にしました。これを全国、いや世界
中の津波地帯までも広げていきたいと願っております。

登壇者Profile

講　  師

照井  翠 氏
俳人

岩手県花巻市生まれ。俳人。高校で国語科教師として勤務する傍ら、1986年から俳句
を詠み始める。1990年「寒雷」に入会、以後加藤楸邨に師事。
2011年3月、東日本大震災により被災、釜石市で避難所生活を送る。震災体験を基に、
句集『龍宮』（角川書店・コールサック社）・エッセイ集『釜石の風』（コールサック社）・句集
『泥天使』（コールサック社）を出版。「震災と俳句」をテーマに日本各地で講演。2013年
第5句集『龍宮』により第12回俳句四季大賞、第68回現代俳句協会賞特別賞受賞。現
在、俳誌「暖響」「草笛」同人。現代俳句協会・日本文藝家協会・日本ペンクラブ各会員。

てるい　みどり

■『津波てんでんこの歌』 DVD
　作詞：村上美保子

　補作：照井  翠

　作曲・歌：佐藤嘉風

■ 代表作
句集『龍宮』より

句集『泥天使』より
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歌おう、伝えよう 
『津波てんでんこの歌』


